
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 1号 

早くも１学期中盤、夏の到来を感じる時期となりました。コミュニティ・スクールも

今年度の活動を開始しました。年間を通して様々な活動を予定しておりますので、皆様

の御協力をお願いいたします。 

コミュニティ・スクール 

５月１６日に第１回学校運営協議会が開催されました。今年度の委員と CS

コーディネーターを御紹介します。（敬称略） 

 
 

第 1回 学校運営協議会 

会長 市川 光自 副会長 池野 浩司 

委員 安間 謙治 委員 伊代田 尚志（ＣＳコーディネーター兼任） 

委員 小粥 裕里 委員 小出 英徳 

委員 嶋野 直輝 委員 髙橋 由佳子 

委員 塚本 昌代 委員 中村 勝信 
 

CSコーディネーター 伊代田 尚志（学校運営協議会委員兼任） 村上 久美子 
 

 

 

※今年度は CSコーディネーターが 2 人体制となります。 
 

 

 

 

 

 
 

協議会では以下の議題について熟議がなされました。 

・学校運営基本方針について 

 →グランドデザインを基に、今年度の学校方針について芦田校長より説明が

あり、協議会により承認されました。 

・バス（遠鉄バス・伊佐見線）の利用促進について（裏面で詳しく御紹介します。） 

・夢育やらまいか事業について 

 →夢育やらまいか事業から CS の活動である「伊佐地川学習」と「読書活

動」の費用に予算が充てられることが報告されました。 

・ボランティアの活動計画について 

 →本年度の活動予定などの説明がありました。（具体的な予定は裏面を御覧ください。） 

 

 

 

 
夢育やらまいか事業 

ってなんだろう？ 

夢育やらまいか事業とは・・・ 

学校の特色有る活動を支援するもので、市から予算が出

ます。我が校では「伊佐地川学習」「読書活動」の他にも「外

国人指導」や「音楽鑑賞コンサート」などがあります。 

会議資料・会議録はホームページで公開しております！是非御覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊佐見小 WEB サイトのコミュニティ・スクールのページ 

https://www.city.hamamatsu-szo.ed.jp/isami-e/create/cs/cs-r5 

学校運営協議会の会議録も御覧いただけます！   

伊佐見小学校（担当：澤木・間渕） 

電 話 ４８６－０００７ 

ＦＡＸ ４８６－０１６０ 

メール isami-e@city.hamamatsu-szo.ed.jp 

 

★ 7月以降の学校応援隊スケジュール（予定） ★ 
時 期 行事・活動（学年） 内  容 

クラブ活動（４～6 年） スポーツ、芸術、 

部活動（４～6 年） 補助（7 月：水泳 9 月：陸上） 

9 月 光のシンフォニー（全校） 受付・保安 

１０月 新体力テスト（全校） 測定補助 

10 月 コスモスつみ（1 年） 子供たちの安全の見守りと声掛け 

10 月 水車公園秋見つけ（1 年） 子供たちの安全の見守りと声掛け 

11 月 運動会(全校) 受付・片付け 

1 月 持久走記録会（全校） 受付・観察 

2 月 家庭科授業（5 年） ミシン操作補助 

通年 旗振りボランティア 交通指導・見守り 

通年 花壇ボランティア 花の植え替え、草取り 

通年 学習ボランティア 学習指導 

通年 図書館ボランティア 読み聞かせ、掲示物、本の修復 

 

遠鉄バス・伊佐見線について 
遠鉄バス伊佐見線が廃止の危機を迎えていることをご存じですか？校区の広い

我が校では、登校時 23 人、下校時 29 人（いずれも昨年度、常時ではない）の

児童がバスを利用しています。バス路線の存廃は、児童だけでなく地域全体に関

わる問題として、学校運営協議会でも多くの意見が交わされました。 

 

 応援！ 

 

老人クラブでは、「伊佐見地

区では車利用でも街中へは

バスを利用しよう」といった声

掛けをしている。（中村委員） 

 

 

山間部の地域で運行して

いるスクールバスは参考に

ならないか。（安間委員） 

 

 

ゆうおおひとみの児童が利

用しやすいバス停があれば

利用者が増えるのでは。 

（高橋委員） 

 

学校でも地域と連携して市への要望提出、バス利用児童の待機場所設置などの

対策を行っていますが、簡単に解決できる問題ではありません。これからも地域

との話し合いを重ね、対応していきたいと考えています。 

 

参観会の時に、授業時間を時刻

表に合わせるなどしてバスを使っ

てもらうことはできないか。 

（伊代田委員） 

 

 

コミュニティバスのような小型バ

スでもいいのでバスを残して欲

しい。いずれ皆、高齢になり、運転

できなくなる。（小粥委員） 

 

https://illustkun.com/wp-content/uploads/2018/12/illustkun-02374-bus.png

